
 

 

●期間…3 月中旬～翌年 1 月末 

●費用…年間 43,000 円（税込） 

●栽培する野菜…年間約４０品種 

体験農園 in岩名 

（事務局）NPO法人 千葉自然学校 

043-227-7103   nouen@chiba-ns.net 

農 のある暮らしをしてみませんか。 

安心でおいしい野菜作りに挑戦したい方を応援します。 

 【春夏野菜】ジャガイモ、コマツナ、キュウリ、 

トマト、ピーマン、ナス、 

トウモロコシ、エダマメ等 

【秋冬野菜】サトイモ、ネギ、ニンジン、カブ、 

ダイコン、ハクサイ、レタス、 

ブロッコリー等 

 

 
野菜作りの講習会がある ⇒ 初めて挑戦する方も安心。 

１区画 30 ㎡。年間で約 40 種類の野菜を栽培 ⇒ 体にも家計にも優しい。 

道具や野菜の種苗は農園が準備 ⇒ 手ぶらでらくちん。 

有機肥料と堆肥で土づくり。農薬は最低限 ⇒ 安心な野菜が食卓に。 

収穫祭やみそ作り、勉強会などイベントあり ⇒ 大人も子どもも楽しめる。 

岩名運動公園の駐車場の隣 ⇒ とっても便利♪休憩はお隣の芝生広場で。 

２月に見学説明会を開催します。 

詳細は裏面をご覧ください。 



 

●園主（農業者） 清宮光雄、田邉宗一郎 

●運営委員  代表 佐藤研二、NPO法人佐倉みどりネット、NPO法人千葉自然学校、千葉シニア自然大学 

●所在地  佐倉市飯野 920-1（岩名運動公園駐車場の隣） 

●総区画数  ３５区画（その他にビニールハウス２棟、子ども農園、研修圃場） 

 

 

《募集組数》 ２０組（１組１区画 30㎡）※先着順 

《利用期間》 ３月中旬～翌年１月 （２～３月は作付準備・土づくり期間になります） 

《講習会》 原則月１～２回 ／ 土・日曜日で実施予定 

《継続利用》 １年ごとの更新で、最長５年までの利用が可能 

《年会費》 ４３，０００円（内訳…受講料、種苗代、栽培用具・資材代、作物代） 

 

★見学説明会  日程：①２月１０日（土）、②２月１１日（日） どちらも 11:00～13:00 

   会場：佐倉市青少年センター１階（岩名運動公園 陸上競技場隣）（予定） 

        参加方法：電話、メール、ＦＡＸのいずれかでお申し込みください。 

★農園利用申し込み 

・見学説明会に参加する  → 説明会の中でご案内します。 

・見学説明会に参加しない → 書類をお送りしますので、事務局までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「見学説明会」申込書 

電話（043-227-7103）・メール（nouen@chiba-ns.net）・FAX（043-202-7237） 

お名前 

フリガナ 

 

連絡先 

〒 

 

電 話：              ＦＡＸ： 

ご希望の日程に 
○を付けて下さい。   ①２月１０日(土)  ・  ②２月１１日(日) 参加予定    人 

 

 
 

Ｑ1．市民農園で家庭菜園をやっています。市民農園と体験農園のちがいは？ 

Ａ1．一般の市民農園は、農地を借り受けて自分で作物を育てますが、体験農園には指導者がおり、栽培

講習会や農園スタッフのサポートを年間通して受けることができます。まったく初めての方でも質

の高い野菜が収穫できます。農地法の決まりで、栽培する野菜は農園の指定となります。 

Ｑ2．年会費 43,000 円は、市民農園と比べると高いように感じますが･･･ 

Ａ2．内訳は月 1～2 回の講習会受講料、種苗代、栽培用具・資材代、作物代となります。整った環境で

プロのサポートがあるため失敗のリスクが低く、通常市価で 2 倍以上の収量が見込めます。（安全で

新鮮な野菜を毎日の食卓でお楽しみください。 

 ［総務省の統計（2016）：二人以上の世帯における年間の野菜・海藻消費支出は 106,740 円］ 

Ｑ3．初心者です。道具や服装など、何を準備すればいいですか？ 

Ａ3．体験農園 in 岩名では、必要な道具類・野菜の種苗は農園で準備していますので、農作業のできる服

装と収穫用のハサミをご用意いただくだけで OKです。全てを自分で用意する市民農園（貸し農園）

に比べ、余分な経費がかからないので安心です。 

よくあるご質問 

募集要項 

体験農園 in岩名 農園概要 
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